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様 式 ７ 別 紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： ブラジル日系社会からの思想史 

―半田知雄論― 

 学位申請者 SOARES MOTTA FELIPE AUGUSTO 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 杉原  達 

  副査  大阪大学教授 北原  恵  

  副査  大阪大学准教授  安岡 健一  

【論文内容の要旨】 

本研究は、移民の子どもとしてブラジルに移住し、自身が属する日系社会について、長期にわたって思考し表現

した画家・評論家・移民史家である半田知雄（1906～1996）の知的営為を跡づけるものである。本文だけで A4判

140 頁を超え、参考文献 10 頁に加えて、付録として絵画等各種資料約 90 頁があり、きわめて大部の著作である。 

序章では、半田の略伝を記したうえで、先行研究の検討、問題の所在、全体構成を示す。本論文のタイトルは、

移民自身が早い段階から自らの存在と歴史に向き合い考えていたことを強調する点に由来する。つまり移民が移

民を考え移民を記述する過程と言説をつぶさに検討することが本研究の目的である。 

第 1章では、ブラジル日系社会の知識人グループの存在と言説活動を、戦前の雑誌『文化』、戦後の『時代』と

『研究レポート』を素材に分析する。日本との関係を重んじた『文化』と、意識的に距離をとった『時代』のそれ

ぞれの特徴が示される。また日系知識人の組織化に注目し、現在のサンパウロ人文科学研究所（人文研）に至る知

識人の言説空間の系譜を探求した。更に半田知雄『移民の生活の歴史―ブラジル日系人の歩んだ道』（1970 年）の

成立過程を検討し、同書が人文研の「ブラジル研究ゼミナール」という議論の場から生まれたことを実証した。 

 第 2 章では、半田が生涯にわたって繰り返し立ち戻った少年時代の記憶をめぐる記述を論じる。コーヒー農園

＝「ファゼンダ」で子ども移民として過ごした時期は、後の主著『移民の生活の歴史』と〈移民絵画〉に表象され

る。少年期をめぐって書き直された戦前戦後にわたる 3 種類の記述の中で、記憶が如何に再構築され、物語＝ナ

ラティヴとして再解釈されるかを論じた。 

 第 3章では、画家としての半田知雄の活動に注目する。半田は戦前のサンパウロ美術研究会（聖美会）の創設に

参加した日系人芸術家の第一世代に属し、「ピントール（絵かき）」としての自己認識のもとに 60年間にも及ぶ制

作活動を営んだ。半田の執筆活動と絵画制作を繋ぐ軸は「生活」に対するこだわりにみられる。半田は自画像や風

景画も描いたが、〈移民絵画〉はブラジル日本移民史料館に寄贈され、また画文集『ブラジル移民の生活』に収録

された。これらの絵画を作品分析および受容論として論述する。 

 第 4章では、ブラジル日系社会史における最大の出来事である戦争と敗戦の経験を取り上げる。『移民の生活の

歴史』における「移民の悩み」という概念の意味を追求し、半田のいう「長い戦争」の意味を論じた。それは、戦

前のヴァルガス政権による国家主義的政策に発端をもち、戦後の勝負抗争の深い軋轢を経て、さらに「他者」とし



て立ち現れた戦後日本からの移民との出会いに至るまさに長期の過程であり、戦前移民の悩みを深刻化させるも

のであったことを詳述する。さらに日系社会の戦後正史の叙述過程とその内容を分析し、その正史から零れ落ち

る経験・感情・記憶を汲み取る方法として、移民文学の重要性を『コロニア万葉集』に即して論じた。 

 第 5 章では、文化伝承・言語・移民心理という 3 つのキーワードをたてて半田知雄の思想を体系的に論じる。

戦前の国粋主義的な思想の崩壊と敗戦の経験、また子孫の成長は移住の意義をめぐる問題を深刻化させる。また

第 4 章にみたように長期にわたった戦争の経験は、移民心理を根本的に決定づけるものであった。半田の思想を

貫く問題として移民心理を検証し、日本の人たちには理解してもらえない精神状態を彷徨するしかない生を生き

るという思索を追跡している。 

 終章は、全体を総括するとともに、今後の課題を整理する。 

【論文審査の結果の要旨】 

 以上の内容をもつ本論文の特徴は、考察の総合性にある。参考文献や付録資料の豊かさが示すように、半田自身

の、また半田の活動した諸分野に関わる厖大な一次史料を日本およびブラジルで収集し、さらに先行研究につい

ても広範囲にわたって目配りした上で分析が貫かれている。ここに総合的かつ学術的な半田知雄研究が結実した

といえる。本論文は、一方で、半田が長期にわたって各種媒体に発表した著作や絵画に加えて、リライトを繰り返

した日記などをしっかりと視野に収めるとともに、他方で半田が活動したさまざまな場に即して半田を相対的に

位置づけることを試みている。そのことによって、半田知雄の個人史を尊重しその歴史的位置づけに迫るととも

に、彼をその一人とする日系移民の社会史研究への確かな地平を切り拓いたといえる。 

本論文に登場する人物は、近現代の日本とブラジルをまたがって実に多岐に渡り、また参考とされる文献の領

域や数も極めて多い。本論文は、半田知雄研究、日本ブラジル関係史研究に大きな貢献をするだけでなく、さらに

広く国際的比較を視野に収めながら、移民思想史や移民文化社会史への接続を開く可能性をもつ内容である。ま

た移民研究におけるひとつの重要な方法として近年注目を集めているエゴ・ドキュメント論の領域に対しても、

貴重な示唆を与える内容となっている。 

とはいえ、いくつかの問題点も存在している。まず、自らを絵描きと称した半田の画業や作品の分析は、現時点

での調査の到達点をふまえた上で、さらに詳細にわたって明確にすべき点が見られる。とくに戦時中に移動の自

由が制限される中で工房に閉じこもって制作をした際に、どのような絵画を参照にしたのかについては調査が求

められよう。また半田の著作や作品が、どのようなブラジルや日本における出版文化の中で公刊されたのかをみ

ることは、国際的な知のあり方の連動を考える上で重要なポイントであり検討が待たれる。しかしこのような点

は、いずれも今後の課題であり、一層の研究によって克服が期待できるものである。よって、本論文を博士（文学）

の学位にふさわしいものと認定する。 


